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心や脳を変えるのではなく、
人の日々の生活が変わるようにし、
癒やしを与え治療を施すことではなく、
人が自ら喜びを見出すことを目標にする
パフォーマンスのサイエンスがよりどころ



過去も未来を予測する

1981 内山「行動療法の沿革と展望」
 木村、茨木、高石、藤田、滝沢「行動療法の未来」

1990 山上「行動療法展望:生活への寄与」
1997 園田「私の行動療法 過去・現在・未来」

2001 内山、上里、高山「わが国の行動療法」
2015 神村、五十嵐、若島、鶴、熊野、井上
  「行動療法・認知行動療法の現在と未来」

2020 岡本「脳からみた認知行動療法とその近未来的展開」



https://book.asahi.com/article/12484231



行動療法の基礎理論としての行動理論に斬新な提案がなく，技法
と理論との解離が目立つようになった・・認知行動療法などのい
わばソフトなアブローチが台頭するとともに行動療法の定義や概
念が曖昧になった

行動療法不振を予測するもう一つの理由は現在のわが国の精神医学界には
行動療法のある特徴になじみにくい風潮があるように思えることである。
たとえば，治療の場における統制研究や，治療的指示による患者の操作性，
といった側面である・・わが国の行動療法は，当分の間，大学病院や研究
所で細々と続けられるであろう

ターゲット行動選択に関するケース・フォーミュレー
ション、シングルケース研究デザイン、実践家の育成

私たちブリーフセラピストは問題を解決する際に、何かを付け足すことで解
決しようとすることは一般的ではない。何かを付け足すのではなく、むしろ
うまくいかないときにはそぎ落とす





私の発見

• CT-R

•不在だった井上和臣先生



増え続ける技法

第12回大会
• 対人スキル訓練(SST)
• モデリング

• トークン・エコノミ一法

• フリーオペラント法(HIROCo）
• Activity Scheduling
• バイオフィードパック

• セルフモニタリング

• セルフエフィカシー

• 半睡暗示法による括抗制止

• 自律訓練法

最近の追加
• ポリヴェーガル

• MBCT
• CT-R
• CBT-I
• TSプロトコール
• 条件反射制御法

• RO-DBT
• 言語的価値低減法
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Furukawa 2024
• Scientific Autobiography of a Japanese Psychiatrist Turned Cognitive-Behavioral 

Therapist, Clinical Epidemiologist and Smartphone App Developer

個人メール 2024/7/17

ええ、退官講義などで総復習をして、何じゃ、
結局進歩しとらんやないかとつぐづく思いま
す。
1980年代と比して、少なくとも私の認識の中
で大きく変わったのは、不安症に対する行動
療法ぐらいでしょうか。。。
うつの治療も変わったと言えば変わったけど、
結局そんな効かんものねえ。。。



CBT-Sはない

精神科

• 精神科医の20〜68%が患者を自
殺で失う経験をする

• ハイリスク
• うつ病、双極性障害、統合失調症、
アルコール依存症、パーソナリ
ティ障害・・

• 境界性パーソナリティ障害
• 10人に1人が最終的に既遂

• 原井クリニック開業後5年間
1700人中の3名を失いました

産科

https://www.jaog.or.jp/ 日本産婦人科医会

https://www.jaog.or.jp/


最後に聞きたいこと

•認知行動療法の未来ではなく、あなたの未来は？

•それは何によって維持・強化されているのでしょう？

1. 物や活動が得られる
2. 注目が得られる
3. 逃避・回避できる
4. 感覚が得られる

•機会コスト こうしておけばよかったということは？

•死後に残したいものは？
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